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　 日本におい 1 「あ らべ うた 」 【ま、閑治初期の獻
’
的

な鍛青剃農と して齪 ．した幼維闔や嘗灘 膏の 中では

正式 ［て二濠丙賛 れ なが り た 。 これ 1凝込ずしも硬在霍で綾
い ては いな い献 、そ玳 に ぱ さま（r

’
まな絳過」醒 ある。

　冷 回ば 誕 酵 で rあ らべ うた ・ の音郵 力研 知硫

鞭髫つ げ た坊田舟真に つ い て 、捜 の 見解 を整理 しな献

ら、Y
（　PtK前の r わらべ うた 」 匙僕っ た敏鳶の 試み や

還童文イ瞳 勦との 「 わうべ うた 」観ρ）蹇異色み てみ る
。

彼の イ雪族的な籀書匕思あれ る
『

目鰤 患童諺箔 曲集誣

rkb“ F 日本旋襷匕知声幽 を吶ヒ
’
に L て、乏の 他 の衛究

書悩 F品集e ［a：t’め ，当時ハ雑誌や レ コ
ー

ド．量して

鏃 や麺人 か らの聞きと 9に よ ， て、後の
v
囮
わらべ う

た」 研髪の意識を明らか、ド しz いく。

　坊困詩真（ぼ うた か ずま）は明治 路（［fioz）年め 月 iO

m ・広島県喀茎彦隲 野町［z 生 まれた ・ 払島師靴嘗紋卒

熱災 しば うく細賀の小嘗菽 の教 旦琶 した帆 雑誌 罎

瘠丶い 一％　di へ 護稿した葎齒が褐載され た こ 匕 豪蓉っ か ワ

に 上京 L 小鋼 輯、葦1リ 幅 に師亭した 。 夫乏 健 ‘

／72S）＃，闘承大、震災竃繊 に揚郷 し、以役 s＃間、募

勅 二 翔 ・蝦 醜 歌 の 専梱 靴 な翫 翌卑 魂

縵 と雑螻。caJ＊n　4　（1　gas）年3 月、再 訟 L 京し、遮姉の

珂 釧 薄該磁 貴と な る ．
こ の寂訓 o坪勘 嚇 田の

・2動vaf“ある・教興の傍ら、多教の薯奮 イ袖 漫 の

上 ラゴオ嵐凶 嚇 演 した リ、レ コ ーP蹙 発亮ずる等，

マ ズ メデliアに も鰍 的 に参舶 しF．。 髦 し て嚇 吟 （

19SH）年3 目帰郡 し、呉布の工 肥 為辱＃鞍
」
鍛鞭を．

とる・しか し醐 訓 ワQ脾勾年 2 月 3 臥 1在葱畴代よ り

の菊病の 縅 が逗化 し 錦年の 軅 を閉Ll・た 。

　さZ 、加 の
「あらベう た 廟 兜鋸 翻 め 威麋伽

つ で
’
あSWfins郷土童認危曲集細 は、昭卸 7 （17f2＞年

’0 月ド 緇 7さ丸 た、イ驪 普のイ寸い 尺 r わらべ
丶
う殊 ユ 50

曲蠑 鑠 であ る ・ 曜 の 夐序に・坊囎 勢力1
“
躰 の

r脱 方で採譜収集して ぎた魯＝ 葡細僉の 中力、う、小

彰絞曳重並 i吻 維 固児の塊数 歡霧 ヒして 或は讎 裳
遍敦二青の褓 十ヒ して適 当と思尊フ才し§もグ）σPみ をi｛ePtした

議 毛の 乙おぴ れ こい る。茎た 乏の 稼集に 【arlo 昇以 L

乏蓴L した 」　こ とゆ、ら，　こ 才L‘ま礎1； 梟ドお い て丿醤乎して

いたの である。こ れは同書の 作ぎ軅 の 一人冶田副文（

理蜘 婚 野）が坊田と ヒ餌 乃 亅・曜 瞭 て協 るこ こか ら

も鱸 “れ る 。

　 前麗 し．驚よラに v
〕わ らべ うた 」 は，蝋

’

的 な激鷽判

農と L て齪 し尺幼椎囚や嘗鰍 鳶の 守で
i

［a正．1犢ミ は

と り上 丁
’

　b
’

　lttdiか っ 大 が＼倒外的 1℃明ts　7‘’874＞毎の

伊沢修＝ ドよる蟹綱 和縫嘗紋 の報告訪、あ る。 後に青蝶
歇調糾講藤切 ア小 営喟默集、灘 』 に収め 蝋 尺

「

蝶

如 Φ ゑ型 となり た r
胡峨」 1彫 胤来の

tr
わ もぺ うた 」

の繭 レ 轍 畝 もの 莇 る諒 引て伊囎 、この

糠 芝塗 か し、
歴小蜘瞰 集画 の 反塚をB、まえ て、明轟

2s　一一　26　（1　ge2 ”v 　tgg3）導m 小 学嶋歌由 耄繊級 した。低馨
一＃−Mi“ teL「 あ 5べ う茨 」 が 用 い5典 z い るが 、原型の

ま亙 で
’
〔まなく・曲につ い 乙 も一

部改め られ喪聯5があ

5 。 こ れ ｛ま、者贈 又診購 1ミおい で鴛 つ た 啝 廟 衷」

嬬 錐 踏簾怯 も  ζ猷 騨 ．翫 薮喜司ぱ漉 1勧
効県毳期侍して改年され、こまか な靖専弦も爪 さ訊た 。

　 また訂文晝陥 嘱歌 」購 k つ い z．も r わらべ うた 」

於籘陶さ郷 諾 鼠5れみか圃随 べ 嘩1弾 ・ 1建 れひ 1

ない 偽恐 軆 認が 圃融であ る ・t　h丶し 受の Ψtz　rr
あ5

想 うた 功蛤 喚 語法削備い もれ ている こ とム 5 、何ら

かの儲 団 た こ 乙 1よ考廴 られ る・を軋 1て して 毛｛の

こ し は歌詞に つ U てで あり て 、曲 の Lkうは ノ 隻くゼの

廉引よ更られ ぴ い 。

　穴正 期 の 児童文f（mp動t 〔Z 起 こ ，た r
童諷壘軌

ta、沈 原匂脚 欝 っ て ワ爆本き係承量s款の瀚 申におく」

と規足マ鼡 乙 い うように 、 巳本蒼）迦か ら ト ij） もぺ う 庚
』

pq め ち肌 、それ き，領本尺 お いた新 しい 厂 童蠡」 か
・
つ

（ 己
）飢 たて一こ障周却 の こ と で

1

ある。こ σ蝿 動 にお いて

弋噂 奉 A とさ玳 たの は・そσ蠍詞であっ て、曲賦む

しろ畔 音階のもの が釈 ・中倒 飆 夲的な旋律弋易

う魁 モ淑 尺 狩げ5れた締奏は爵 セ物廁 声を用し罠 し1

ることが 多いら

　｛の ような敢≒況のもと て
黜
丶坊田 は

P わt｝・　AAうた A の

研魅 続峡 の で ある揃 掲σ）
尸
跡 紲 鰤 曲 集m

の序如 ： 、為野辰之 ぱ 、

「鞭 斌なるもの」 は 唱 、夲の

童諺、5 しく 感ぜ 5肌 ない こい うん う望夫費k 易 リ丿 、それ

trk、「 停曲豪力旧 疹の量き鋤 に穂 し
・z い ない か為μ で

・
［ま

ない di、と閥い・今鍵細 伴曲豪たちも同暑の成果 芝参
9ny　tて 咆 鵬 の罅 鼠匂 路 ・ こ と 芝鏃 ・

叙 脚

る・ヒ文書潴 喝熨」 の縞購 最の
一

入 と ほ 芝の 作鍍に

オ燃 め っ てい た彼於 「蘭童楓 」 iて は蔵の車る匿瞳 之
霜 輸し Li 貯しい tr 創動風 の舸童該 』 の 脚馳 き驫 L・

て
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　いる こ tLXI興味裸い 。 同 じく蜘 り　信もワ犠 書も多
琳 動辮 の嘩 轍 せ乍5舫 よりの其の諺琳 ロ

　デ4 一
き毀擾ずる こ と．なく名

’

も昭和 の
「｝伐の童岬 1湘

通s
’

b “う枢収 鑢 蝋 取 リ擲 ・7 （B コ 」 と剱
　 しz い る。

　 さらに当時の音衆脚 ∠丶…勃 檀 の tr
縮 楽圦 5 」

ma　No・ ’ス○ に は 、r 規駕 日本 の 者楽界採坊濁氏のよ）に

劃 ℃獗 賭 力v いるo とは 、鵬 し・・P＆」｝・A と あ り訳

　い で冠 Ol 〔δ7 には ・「払 廼し｛ま坊田氏 1丸鹸こ真m 　
’）
子域適

の味オ
”
を 見axしき した。日本に童認作曲寥は 次賜茗

　ます・と云うよ りも寧ろ多きすぎう位だ 匕玖いた い 、
袈しながうモ肌 5 の人 セの 多くば本削 弓 俵 の為あに

董擬 紬 して略 の で
噛
脇 リ卸 ん 很 劉識 卿

ろ足から上 む客得s“t 或
’
は年曲技巧き習得ずるための

学e の便宜よ 試穿的1二 ・最も蘭尊な形式であ う量讖を

作．宙Lz い る に麟
’
な いの で

「
す、従 フ て 苓夐釣 な童誌

胸（もし乏う箕うこ こカベZtrY專⇒なら）は 殆ん こない

と玖 っ て もよい の で す。坊岡氏は優れ穴技巧を持っ （

いまず・乞しζ PtジD（Xt く重暮なこ 〜二は
”

詩
’

壌 持）

ています。 そし Z また子伐1て対する
卩1
伺感

n
乏孫 て

日まず。彼か瑚ユ佃に ．鈎国な研魅 で
・
あるか を、彼の

圏伽

日本旗 董鵜 陶集
り 1ま物譱クま ず」 と迎べ ら肌 て い

み ・ 詫紅 め 脇 鵬 妙 誇嵐 擁 珈
・
1；2ft，5h・1’

これ1ミ よ っ て当時の｛F甥 嚇 ≡｝か
“
うかか

’

え る。

　ここ で
’

・坊 田の
「 わ らべ うた J に対 ず灸其夲的脚

琶整理 して み 3 と ・丿乞に蝕
・
た便眠や r螂 嬉 曝歌」

o丶繍 蚩や鰍 5の見解・と二の齪 は攻？の とお リ 〜聖ある。

　第一i： 厂爿bら〈 こ
’
うた J は，Bjトσ）孑

一
とコ
・
もた．r51 て と．〉

ビ 筱等の騰 能の夏の 竭足も者棄美の駅受も理艀
も・ま・た 知 鹹 の 陶齢 」 も乙

・
きるもの であ ク、乏れ

は麟 驟 1嚇 と フZか 煽 ・ と 1疑 輙 瞳 碗 倒
ると・考えてい る・（『 巳夲郷 工董舍該名wa象di倉序）承た

「（童詆・蹴 は ）わが鰤 民族加最 も魯田な立場（
・・
最

も白由獅 劉 R よ っ て 尋い の ままに教っ たもの 」 であ
ヲSb が 民旋翻 をそのままJワ移レla之た もの A ど迷

べ
’
て い bo（eE1 ！奉椥 聿こ激〕声en　2う員）　こ うむた翫族固

輌 錬 へ の購 この 納 は勲 鉱 く芙麟 蚊
いたも0）であうといえよう。つ ま久 E の 玄 ド 鬨 して

tま・甥渓 も
「

文書賄 レ歟 」嚇 者も鰍 ら制 司様 （nyit
鐡｝と瘡して い7辷ので

’
ある 。

　募； 1気 坊糧は
「

あらN’うた 」 を孑ご もた t
うの生箔

の中に赧びし友もの であるぺ きた
’
と，考え て い る。前掲

の 庇 A ヲ
’
カ』新音象Eから4 襴 、Vo、／夕9 め 中で、坊e ば

「3！鼬 1み 螢を 匕δ時、 蜻殴乏つ うP3 ・ まftは羽i罫
乏契くag箸　．弗汽 可嚢い い釈と毛プて い ました 」 ，2．　L

　て 厂叡1隔 獄 の
一

面 1よ雌が の 歌 で
・
あ リ、生旛 σ〉蘇 ヒ・あ

　うしめ尺い と思い ま瓠 as．室　z・褐っ 諏 を野α．に ・もぢ

出也 魁 経弔随 ぴ の歓で靭 、鬼ごっ こ の歌で働 る

　と し伽 う・疲うの 里叢 ば よラ美イヒ「芝淑．芸術死 さ玖て、
もフ し も っ こ う象劣 いのあうもの tなる、謙 な気が敦 し

　審亨」 と磁 《
」z、い る。こ Cha　izつ いても、こイ臆 も っ

て湘 蝸 蛤 髄 埓財 る籾 1・は い纏 い 。 t い）
のも 明謬以来め r 賜歌」 の 与どものtU・“p　s　＄ と疎

遼ゑあワ方 芝何らか の 螽昧で反 省、棘 二判すk し こう か

　ら溜 1い導虜教 』 に しう、／「）k 　gドL卻肪歌 踊 に しろ 、そ し て

　
「
r
琶飆 」 尺 しう醗 しZ い うか うびあ る 。

　 弊三 に ・坊田耀   めらぺ うた 」 き抵 集し、それ に伊
奏とイ亨げ る と い う齪 は、モの 内面 t（　eJ49＆＄ foy｛iの

形継 見竝 うと した 勘 嫡 礼 こ，lti1、ま1　1〈坊
田聰自の 見解（

“
あ る・箭眇

rt ］本旋俸と洳声 占 の誕

鮑 ・ 雰味 触 汰 謎 購 れ る 調 夲 褓 1・ は褫
［xない と いあれ てきた残鞠 気 これ まで 躰 の 低捷的

層 油 帽 本鵠 瀰 畩 歌曲1・イ学凝 つ irs ）・（す
る場合・び うしこ モ  洋加声落をあてぱめる乃乏 1噸
倣fb　W う砿 瞬 らぎ謎 得なレ1とみ獅 眠て い

た・・ しか しtS　N　iS、ぐの こ こに つ しLて疑悶き拷ち 、
　ff

夲髞 は外見的1瀞 羅亢 るもの きも） マ い な い 瓜 内

beSbi
−
Zは知笋の辱梨が 明うか R 渇在 し7 いると蒲馮 し

た ◇

》tしで そのゴ督森的な彩式を表面化 させ るた弟に、

数多く嫐 し そしか も帰鈎潅的に とりだ憶『ヒ しつ こ

と．が顕獣   たの で
’
ある。その作業ば翼κ こっ て ぼ、

醉 鰥 膕 輌 糊 加 俸紅 敗 殊 あの 重駅
不可避・な過程であっ たζ し咳 る ・》

乏じZ 乞の よ）な刺
象き含まな い 「 わ うぺ うた 」 の 改fF偶 典 鑑看多に凾寿
鰥 ヒ o、醸引轍 颪に ならさ

い

謎 得ず1乏うし笊毎易
な改fFls， 伝綣 楽の，糊 駒 発民｛て ヒっ （・む しろ哨
9rs　ba と見繍 髄 了黜 、と款 穴 呪 あ凝
の意味で

’1恥 伊ぽヤ
「

文蜘雇唱歌 」 の麟 』痞や鰍 ら
にくらべ

丶
る匕・坊浪鰍 ヨ本繰 の伝銃丼最も忠喫であ

ううと した と 毛い 嚢．うだ うう。

　そ して同晦 に ・ゼ丿れ は 当疇の 民族文4ヒ2L 主教 によ

るもの で に笈 しZ 巷 く、「 th　5べ うた 」 の本變ε追．求 ず
b ＝ と k よ・ て tXt

丶
奴 その 上 噺 しい勘 聴 劍也 し

ようと した力丶うに偲なうな い 。その点で rオっ らべ
・
うた 」

畷 働 鰭 ・耀 舖 ラえ に 一 つ 嚇 甸脈 唆鱒
ものと忍わ八 ．5 。
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